
セットしてあるボトルが、空に
なっている事を確認する。
※ボトル内に水が残っていると
ボトルを外す時水漏れをする
場合がある！

作業開始５時間前に温水ス
イッチをOFFにして、電源プラグ
をコンセントから抜く。

作業中に万一温水コックに触
れた際の火傷を防止する為

セットしてあるホルダーを取り
外し、ボトルを上部へ真っ直ぐ
に持ち上げ取り外します。
※ボトル内に水が残っていると
ボトルを外す時水漏れをする
場合がある！（逆支弁がボトル
内に浮いていないか確認する）
(逆支弁が浮いている場合は水
が空なってから取り外す。）

水受け皿を取り外し、前面パネ
ルを外します。

下部カバーを下方向に押しな
がら手前に引き分離する。

ドレンコックをを外し排水をする。
（※必ずバケツなどを用意して排
水を受ける）

コックカバーの左右の側面を持
ち下部を上に持ち上げるように
手前に引っ張ります。
※必ず両端に手を添えて作業
をして下さい。

コックカバーを取り付けた状態
でも作業可能です。

ドレンコックを閉めてから、洗浄
液（ボトルネック有り）のボトル
を直接ウォーターサーバーに
セットする。

冷水コック・温水コックから洗浄
液が排水される事を確認する。

冷水コックの排水

温水コックの排水

洗浄液の効果を十分に発揮さ
せる為です。　必ず実施して下
さい。

放置中に誤って洗浄液を
飲まないようにして下さい。

（コックカバーを取り外した状
態）

（コックカバーがある状態）

放置中に誤って洗浄液を
飲まないようにして下さ

※
ど
ち
ら
か
に
な
り
ま
す

この間を利用して、冷・温水コック
サーバー本体の清掃をする。

ウォーターサーバー本体や
コック周辺の汚れを清掃する。
（除菌シート等）

コック内はブラシか綿棒を使用
し清掃して下さい。



用意した容器に冷・温水コック
から交互に洗浄液が無くなる
まで、排水して下さい。

洗浄液がボトル内より無くなる
まで冷・温水コックから排水す
る。

再度、ドレンコックを外し排水
する。（バケツなどを用意して
排水を受ける）

再度、ドレンコックを閉めてから、
すすぎ液（ボトルネック無し）の
ボトルを洗浄用として直接
ウォーターサーバーにセットする。

用意した容器に冷・温水コック
から交互にすすぎ液が無くな
るまで、排水して下さい。

採水・捨水を繰り返して下さい。
　　　　（２分間の出水後に、３分間
　　　　　の止水を繰り返して全て
　　　　　を排水して下さい。）

ドレンコックをを外し排水をする。
（※必ずバケツなどを用意して排
水を受ける）

※必ずドレンコックを閉める。
前面パネルを前面版の下の穴
にはめ込む。下部パネルを下
方向に押しながらはめ込む。

（前面パネルロックをコインを
使用し押しながら右へ回す。）

水受け皿を元に戻します。

※①下部の詰め（2箇所）
　　　を先にはめ込む。

※②その後上部の差込口に
　　　（2箇所）はめ込む。

ロックボタンが正常に動くか、
確認して下さい。

※コックカバーが浮いたり、隙
間が無いか確認！

空になった、すすぎ液（ボトル
ネック無し）のボトルを取り外

清潔な布巾、キッチンペーパー
清潔ラボ、除菌シート等で、ボト
ルの差込口周辺の清掃をする。

新しい「富士山の水」ボトルを
通常ご使用される手順通り
セットする。

※必ず温水コック・冷水コック
から水が、出水する事を確認
する。(空気交じりの排水が終
わるまで出水する。）

電源プラグをコンセントに差し
込む。

※　必ずサーバー裏側の温
水
     スイッチは入れない。

背面の温水スイッチをONにする。

オレンジとブルーのランプが点
灯しているか確認して下さい。

使用を再開する（電源開始後
約40分後には冷水、温水とも
適温になります。）

※　温水スイッチがONの状態場
　　　合空焚きになる可能性があ
　　　ります。（絶対しないで下さ
　　　い。）

はめ込み難い場合は、パネル
の横を合わせる用にして下さ
い。


